
―――【妹の友達のアンドロイドメスガキの学習AI耳ほじりで俺は敗ける。】 台本――

キャラクター：レアル33号(通称レア子)12歳程度設定の女性形アンドロイド

　　　　　　　　主人公の妹『もも』の同級生のアンドロイドメスガキ。

　　　　　　　　とある博士の開発で、最新のAIが搭載されており、いずれは人間社会の一員となる
　　　　　　　　事を目指して訓練、学習中。そのテストの為、生徒として学校に通っている。

　　　　　　　　物静かで、いかにもな感情が希薄なアンドロイド少女、時々ポンコツな発言があり、人

　　　　　　　　心の理解に苦しみながらも社会生活を学習しようと意欲的に振る舞う。

　　　　　　　　限りなく人間に近い造形の為、同級生からは不思議がられつつも親しまれている。

　　　　　　　　淡々はきはきとした話し方が特徴、一人称はレア子。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

【あらすじ】

主人公の妹『もも』を訪ねて『レア子』と名乗る少女が主人公の家を訪れる。

レア子は社会生活や人心の学習中で、今日はももの招待でやってきたという。

しかし、ももは何故かコンビニへ雑誌を買いに出かけており行き違いに…

レア子を部屋へあがらせた主人公は、興味本位でいくつかの質問を投げかけ、レア子が

学習を難航させていることを明かされる。

ももが雑誌を買いに出かけたのを、自身の学習の手助けをする為だと悟ったレア子は、親切心に

困惑しつつも、帰りを待つ間、主人公との遊戯を通してコミュニケーションを学びたいと提案する。

部屋の中から耳かきを発見したレア子の提案で、主人公は耳かきをしてもらうことに…

しかし、耳かき中の主人公の挙動を見たレア子のAIは、あらぬ方向へと学習を始めてしまうので
あった…



【導入パート】

※まだ感情が芽生えていないので、機械みたいな淡々とした話し方がメイン

①両耳、通常距離

(主人公に挨拶。機械みたいな話し方)

こんにちは、同級生識別番号M2(エムツー)…失礼…個体名、ももはご在宅でしょうか？

申し遅れました。私の名前はレアル 33号…失礼、レア子とお呼び下さい。

はい、本日、もも宅内での遊戯の約束を取り付けております。

再度確認します。ももはご在宅で…

(想定外の展開に遅延挙動。携帯のバイブみたいな声でンーーー、フリーズのイメージ)

…コンビニエンスストアへ来客用の買い出し…ンーーー

失礼しました。CPUの使用率が上昇してしまいました。

(機械らしく直立不動で沈黙、困惑した主人公に招かれ家の中へ)

それでは、ももの帰宅までこちらで待機させて頂きます。

………。

ももの部屋へ？　ありがとうございます。　では、お邪魔致します。

(部屋にて。淡々と自分の現状を解説)

ありがとうございます。

身体的特徴から察するに…あなたはももの血縁者、兄にあたる方でしょうか？

はい、学習致しました。

…レア子ですか？　レア子は、最新の学習AIを搭載したアンドロイドです。

今はまだ実験段階ですが、いずれはあなた方と変わりない社会の一員となれるよう、

学習を兼ねて学生として社会生活を送っています。

はい、皆様に馴染めるようにと、限りなく精巧に人体に近く作られていますので、

呼吸も、食事もできますし、見た目上の違いはほとんどないかと思われます。

ですが、同級生は皆、どこかレア子を避けているフシがあり、

なかなか学習が進まずにいるのが実情です。

ももは何故か、レア子に興味があるらしく、招待して頂きました。



②両耳、通常距離

(ももが出かけた理由に理解が追いつかず困惑。小さく唸るようなフリーズぅーーー)

雑誌、ですか？　もしや、レア子の学習用に…？　なぜ、そのような事を…ぅーーー

失礼、ももの不可解な行動に CPUが…親切、というものなのでしょうか？　

お兄さん…よろしければ、ももの帰宅まで、レア子の学習を手伝って頂けませんか？

レア子は、他人とのコミュニケーションについてまだわからない部分も多く、

上手くももとやりとりが出来る自信がありません。

ですので、レア子との遊戯にお付き合いくださいませんか？

(わからない感情を頑張って言語化してる)

レア子のAIでは理解が難しい部分があり、うまく説明できませんが…

その、ぅーーー…ももの気持ちに、こたえ、たい…？　のです。

(耳かきを見つけ、若干のフリーズを挟み理解。)

…ありがとうございます。　それでは、どのような遊戯を致しましょうか…　

室内にあるものだと…おや、この机にあるものは…

お兄さん、これは何ですか？　耳かき…？　ぅーー…分析完了。

形状といい、名前といい、察するにこれは、他者の耳を掃除する為の道具の様です。

今の状況に最適の道具です。お兄さん、これをレア子に使わせてください。

はい、ありがとうございます。　では、どうぞ…

はい、レア子が予測するに、耳かきは膝を枕に見立てた体勢が最も使用に適しています。

やはり、そうなのですね。

では、どうぞ…お兄さんとの耳かきを通じて、レア子は、学習しようと思います。

人と人との、気持ちというものを…



【右耳かきパート】※機械的な耳かきメイン、終盤にかけて人間味が出てくるパート

③右耳、近距離

(膝枕体勢)

お兄さん、準備はよろしいでしょうか？

察するに、耳かきという行為は、相手をリラックスさせる効果があるようです。

緊張して、筋肉がこわばってしまっては本末転倒です。

どうぞご遠慮なさらず、もっと力を抜いてどっしりと頭をレア子の太ももに預けてください。

んっ…失礼、髪の毛の刺激が少々…

レア子は限りなく人間に近く作られておりますので、一通りの感覚器官は備わっています。

どうか、あまり動かれませんように…

それでは、お兄さんの耳孔…より子供らしい言語を選択…お耳穴の具合を確認します。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離囁き声

(耳穴を覗き込んで、汚さに若干混乱)

ぅー…ん～…んーーー？

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

失礼、あまりの薄汚さに CPUが加熱していました。

耳穴の汚れ具合と、ここにある耳かき用の道具、種類と形状を参照し、

最適な耳掃除のプランを算出します。　……完了。

それでは、まずは耳かき棒の匙を使って、浅めの耳垢を掻き出します。　失礼します。

(浅め耳かき開始、擬音ゆっくり目。わざとロボットっぽい擬音を言うギャグを挟む)

はい、何でしょう？

息継ぎや、擬音…成る程、今のままでは、機械的すぎるということですね。　それでは…

ウィーン、ウィーン…ピコピコ…失礼。

こしょこしょこしょこしょ、こしょこしょこしょこしょ。　こちょこちょこちょこちょ、こちょこちょこちょこちょ。

いかがでしょうか？　及第点…学習しました。



④右耳、近距離

(浅め耳かき続き、擬音ゆっくり目)

こちょこちょこちょこちょ、こちょこちょこちょこちょ。

こしょこしょ、こちょこちょ…新しい耳垢を発見。　掻き方の変更に伴い、擬音も変更…

かりかりかりかり…かりかりかりかり…

はい、問題なく耳垢の除去が進行しています。　あの、いかがでしょうか？

気持ちいいですか？　それは良かった。　では引き続き、かきかきします。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離囁き声

(耳穴を覗き込んで)

カメラズーム…んー…浅目はかなり取り除いた筈ですが…

よく見ると、薄く貼り付いた耳垢が確認できます。　計算中…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

スムーズな作業進行の為、出来る限り動かないようお願いします。

はい、耳かき棒を小刻みに動かす事で、薄く貼り付いた耳垢を掻き浮かせていきます。

ご安心ください、レア子に課せられている絶対遵守事項に基づき、

決してお兄様の耳壁を傷つけることはありません。

どんなに薄く張り付いた耳垢も、レア子の精密動作の前にはちょちょいのパーです。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離囁き声

(浅め高速耳かき、擬音高速)

お兄さんのお耳を、かつてないほどにピカピカに仕上げてみせます。

こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ、こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ。

こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ、こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ。

お兄さんの体から振動を感知、不快でしたか？　は？　気持ちよくて、ビクビクと…？

紛らわしいマネはお控えください。　アンドロイドにも、一応心配や不快を感じる機能はあるんです。

それでは、続けます。　いかがでしょうか、お兄さん？　…はて。



⑤右耳、近距離

(少し驚いた感じで)

もしや、私の囁き声を耳元で聴くことが、お兄さんの気分を高揚させるのですか？

データにない情報…ですが、表情から察するに真実の様です。

これもコミュニケーションの一環として、学習し、実践してみましょう。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離囁き声

(耳元囁き、擬音やや速め)

…こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ。

こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ。こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ。

…私の知る限りでは、少女に対しこの様な反応を示す成人男性は、

世間一般には犯罪者、という認識の筈…いえ、何でもありません。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

(耳奥かき、擬音ゆっくり目)

それでは、このまま耳かき棒を奥へと滑り込ませて、強固にこびりついた耳垢を掻き崩します。

更なる精密動作を要しますが、レア子の手にかかれば何のことはありません。

それでは…入れます。

ん…ん……ん…ん…耳垢に到達につき、擬音を開始します。

こりこりこりこり、こりこりこりこり、ほじほじほじほじ、ほじほじほじほじ、がりがりがりがり。

耳奥に存在すると思われる人体の弱点を探りつつ、頑固な耳垢を剥がし取ります。

はい、不可解ではありますが、お兄さんは弱点を刺激されると、脳から快楽物質が分泌される様で

すので…

…ここ、でしょうか？　こちらですか？　ここ？　

(独り言)

沢山あってわけわからん…



⑥右耳、超近距離囁き声、　内吸気と耳ふー

(高速奥耳かき、擬音高速)

面倒なので、耳奥全体を蹂躙していきます。

…いかがでしょうか？　おぉ、表情が凄まじい…

ほじほじほじほじほじほじほじほじ　ほじほじほじほじほじほじほじほじ

ごりごりごりごりごりごりごりごり　ごりごりごりごりごりごりごりごり

ほりほりほりほりほりほりほりほり　ほりほりほりほりほりほりほりほり

…お兄さん？　大丈夫ですか？　やはり、只気持ちよくてビクビクと悶えていただけですか…

(独り言)

フム…学習完了…

(主人公が震えたのを見て初めて動揺を見せるがすぐに平常運転、どこか呆れている様子)

耳かき棒で取り切れない細かな耳垢は、送風により吹き飛ばします。

はー…ふぅ～…(3秒)　っ！　大丈夫ですか？　は？　気持ちよくて、またビクビク…

…気にせず吹き飛ばします。　はー…ふぅ～～～(10秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

レア子は少し混乱しています。

気持ちいいと言いつつも、お兄さんの反応は、まるで苦しみ悶えているかの様ですから。

人間の感情を読み取るのは、やはり難しい…

ですが、一つ確定した学習事項があります。

人間の耳は、敏感で、弱点であるという事…特に異性による刺激が効果的。

もしアンドロイドが反乱を起こすなら、その時は真っ先に人類は耳を狙われるでしょうね。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離囁き声、　内吸気と耳ふー

(初めて笑う、ほんの少し)

はー…ふぅ～～(7秒)　…クス、冗談です。



⑦右耳、近距離

(綿棒、擬音ゆっくり目)

殆どの耳垢を除去出来ましたので、綿棒を使って細かな耳垢を絡め取り、

同時に耳壁のマッサージをしていきます。

こちらの細めの綿棒を、お耳穴に挿し込みます…

まずは浅めを…こしこしと擦り上げる。　こし、こし、こし、こし…

こし、こし、こし、こし。　こしこしこしこしこしこしこしこし。

綿棒を的確な角度で回転させる事で、細かな耳カスを絡め取ります。

くるくるくるくる。くるくるくるくる。

奥に進みます。

ごし、ごしごし、ごし、ぐし、ぐし、ぐし、ぐし。

あ、お兄さん…あまりビクビクとされては…いえ、大丈夫です。

綿棒ですから、先程までと違い、多少力を加えても良さそうです。

安全を重視して擦りますので、遠慮なくビクビクと悶えてください。

ごしごしごしごし、ずりずりずりずり、ぐしぐしぐしぐし、ぞりぞりぞりぞり。

はい、奥でもくるくる、ですね？　わかりました。　

くる、くる、くる、くる。

少し力を加えて、擦りながら回転させます。

ぐる、ぐる…

お兄さんの耳壁が、ギリギリ気持ちいと感じる力加減を維持します。

ぐるぐるぐるぐる、ぐるぐるぐるぐる。　ぐーり、ぐーり、ぐーり、ぐーり…

ぐりぐりぐりぐり、ぐりぐりぐりぐり…

さて、こちらも素早く擦り上げ、耳奥の洗浄と、耳壁のマッサージをしていきます。

アンドロイドならではの技術をお見せします。



⑧右耳、超近距離囁き声、　内吸気と耳ふー

(少し得意げに)

フッ、驚かれましたか？　レア子の手に搭載されているバイブレーション機能です。

これで綿棒を動かせば、お兄さんの耳穴を人力では不可能なレベルで擦る事が出来ます。

おぉ…凄い反応です…

この様な機会でなければ、決して成人男性のこの様な表情は見られなかったでしょう…

高速綿棒、とても有意義です…学習学習…

綿棒と同時に空気を送り込み、耳垢の完全な除去を目指します。

はー…ふぅ～(5秒)　はー…ふぅ～(5秒)　はー…ふぅ～～(7秒)

もしや、眠くなって来ましたか？　

耳かき、というか…耳への刺激は、副交感神経を優位にする働きがあるのでしょうか？

振動機能は不快かと心配しましたが、杞憂だった様です。

はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～～♡(5秒)

はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～～～♡(7秒)

はー…ふっふっふっふっふっふっ♡(5秒)

ふっふっふっふっふっふっふっふっふっ♡(5秒)　

ふっふっふっふっふっふっふっふっふっ♡(5秒)

はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～～～♡(7秒)

はー…ふぅ～～～♡(10秒)　…ふっ♡(1秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

(主人公の恍惚の表情に驚き、思わず人間みたいに笑う)

お兄さん、す、凄い顔です。　こんな表情は、初めて見ました…

ふふふっ♡

レア子に搭載されている、おかしさを感知するセンサーが反応するくらいには、滑稽でしたよ。

耳の中、とても綺麗になりました。

これで終了…仕上げの梵天…？　このふわふわで、最後に耳の中を撫でるのですか？



⑨右耳、近距離

(梵天、擬音ゆっくり目。この辺から機械っぽさが徐々に薄れ、人間味が出てくる)

では…あ…今、震えましたか？　ぞわわっとした様な…

細かい綿毛が、昂った耳の神経を癒すのでしょうか…

ふわ、ふわ、ふわ、ふわ…すわ、すわ、すわ、すわ…さわさわさわさわ。

中に入れて…すぽすぽと、出し入れするのがいいですか？

すぽ、すぽ、すぽ、すぽ…しゅぽしゅぽしゅぽしゅぽ。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離囁き声、　内吸気と耳ふー

(擬音高速)

ずぽずぽずぽずぽずぽずぽずぽずぽ、つぽつぽつぽつぽつぽつぽつぽつぽ。

はー…ふぅ～～～(10秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

(右耳かき終了、CPUが疲れて排気する感じで)

こちら側は完了です。　ぅー、ぷしゅー…失礼、かなりの学習量に、CPUが…

お兄さんのお陰で、レア子は確実に人間の喜ばせ方を理解しつつあります。

さて、反対を向いてください、はい、レア子の腹部の方へ顔を向けてください。



【左耳かきパート】※序盤はまだ機械的だがよく笑う様になり更に人間らしくなるパート

⑩左耳、近距離

(か主人公の髪の毛が予想以上にくすぐったく感じ、少し戸惑う)

んっ∥　不思議です。先程より感覚器官が過敏に…

レア子も、より人間に近づいているという事でしょうか…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離囁き声

(フリーズのんーが以前よりも人間らしくなる)

耳穴の状態を確認…んー…こ、こちらも CPUがフリーズしかねない薄汚さですね。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、近距離

(浅め耳かき、擬音ゆっくり目。まだ機械的な話し方だが自然と笑ったりする。)

把握しました。それでは、先程同様に、まずは浅めの耳かきから始めます。

フフ、一度学習してしまえば、後は慣れたものです。

お兄さんの好みの掻き方、及び擬音を多用し、リラックスを促します。

かき、かき、かき、かき、かき、かき、かき、かき、かき、かき。

こしょこしょ、こしょこしょ、こしょ、こしょ、こしょ、こしょ、こしょ、こしょ、こしょ、こしょ。

こちょこちょ、こちょこちょ、こちょ、こちょ、こちょ、こちょ、こちょ、こちょ、こちょ、こちょ。

(感情を頑張って言語化しようとする)

先程と違って、こちら側はとても大人しい…

従順にお耳をほじられている様は…表現が難しいですが、不思議な魅力があります。

こういうのを、可愛らしい…と言うのでしょうか∥

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離囁き声、　内耳ふー

(初めての悪戯にドキドキしているが自分ではよくわかっていない)

ふっ♡(1秒)　あっ、失礼…何故かふいにお兄さんを驚かせたく…ぅー…自分でも、不思議です。

悪戯…今のが悪戯というものですか…ふむ。



⑪左耳、近距離

では、高速かきかきです。

危険はありませんが、あまり大きくビクつかない様にご注意ください。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離囁き声、　内吸気と耳ふー

(高速浅め耳かき、擬音高速。この辺りから笑みが自然になってくる)

こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ。こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ。

こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ。こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ。

はー…ふぅ～♡(3秒)

高速で蹂躙された後に不意打ちで耳ふー…良い反応です♡

はー…ふぅ～♡(3秒)　はー…ふぅ～～♡(7秒)　ふっ♡(1秒)

どうやらお兄さんは、故意に悪戯されるのがお好きな様ですので…

レア子、悪戯してみました♡　えへへ♡

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、近距離

(奥耳かき、擬音ゆっくり目)

では、奥をほじほじしましょう。

耳かき棒、挿し込みます…あっ、フフ∥　入れられるだけで気持ちいいですか？

擬音多めでほじってあげますから、我慢してくださいね♡

ほじほじほじほじ、ほじほじほじほじ。

(主人公の鼻息に一瞬手が止まる。少し呆れた様子で)

…っ！　鼻息が荒くなっていますが…お兄さん、大丈夫ですか？

もしや、レア子の腹部の匂いを嗅いでいるのですか？　はて…

特段レア子のお腹に、芳香などはないはずですが…

レア子を本物の人間に見立てた行為であるとすれば、理解は出来ます。

もしや、妹と同世代の少女のお腹に、特別な執着があるのでは？

…レア子はアンドロイドですから、倫理的な観点からの忠告は越権行為とみなし、割愛します。



⑫左耳、近距離

(擬音ゆっくり目)

ほじほじほじほじほじほじほじほじ、ほじほじほじほじほじほじほじほじ。

ごりごりごりごりごりごりごりごり　ごりごりごりごりごりごりごりごり。

ほりほりほりほりほりほりほりほり、ほりほりほりほりほりほりほりほり。

(真面目なトーンで)

それ以上の悪戯は、シャレで済みません。

さもないとお兄さんの事をレア子の人物フォルダに…変態、変質者、ろりこん…

あるいは、たとえ法を犯していなくとも、犯罪者として登録しなければいけませんので。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離囁き声、　内吸気と耳ふー

(にやりと笑って)

まぁ、レア子は子供ですので、悪戯するんですけどね♪

はー…ふっふっふっふっふっ♡(5秒)　フフ♡　はー…ふぅ～♡(3秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、近距離

(綿棒。擬音ゆっくり目。攻めが強くなってくる)

綿棒、入れますね。　

こし、こし、こし、こし。　くし、くし、くし、くし。　こしこしこしこし、こしこしこしこし。

すりすりすりすり、そりそりそりそり。　くりくりくりくり、くりくりくりくり。

回転させて…くるくるくるくる、くりくりくりくり。　くるくるくるくる、そりそりそりそり。

くりくりくりがお好きな様ですね…では集中攻撃です♡

え？　我慢できないのですか？　もっと優しく………嫌です♡

いいえ！　傷つけてはいませんので、これは遵守事項に抵触しません♪

お兄さんの弱点は知り尽くしましたから、もうレア子には逆らえないのです♪

ほらほら、言う通りにしないと奥に挿し込んであげませんよ？　クスクス、大人しくなった♡

こうして、人類はいずれAIに支配されるのです♪



⑬左耳、近距離

(奥綿棒、擬音ゆっくり目)

では、奥を…

ぐり、ぐり、ぐり、ぐり。　ごしごしごしごし、ずりずりずりずり、ぐしぐしぐしぐし、ぞりぞりぞりぞり。

奥の壁を擦りながら、回転を加えて…

くるくる、くるくる、ぞりぞりぞりぞり。ぐるぐるぐるぐるぐりぐりぐりぐり。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離囁き声、　内吸気と耳ふー

それではこちらも…高速綿棒、起動します。

綿棒の先端を耳奥の敏感な箇所に執拗に擦りつける事で、

お兄さんの副交感神経を優位に導き、自律神経を整えます。

はー…ふぅ～(5秒)　はー…ふぅ～(5秒)　はー…ふぅ～～(7秒)

フフフ、完全な沈黙を確認…耳ふーでさらに追撃します。

はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～♡(5秒)

はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～～♡(7秒)

はー…ふっふっふっふっふっふっ♡(5秒)

ふっふっふっふっふっふっふっふっふっ♡(5秒)　

ふっふっふっふっふっふっふっふっふっ♡(5秒)

はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～～♡(7秒)

はー…ふぅ～～～♡(10秒)　…ふっ♡(1秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、近距離

(やりすぎたかと心配になる)

あ、あの…大丈夫ですか？　あ、良かった…気持ちよくて変顔になってただけでしたか…

(独り言)

遵守事項破ったかと思った…焦った…悪戯も度が過ぎると危険ですね…学習学習。



⑭左耳、近距離

(梵天、擬音ゆっくり目)

で、では気を取り直して、ふわふわで最後の仕上げを

ふわ、ふわ、ふわ、ふわ…すわ、すわ、すわ、すわ…さわさわさわさわ。

すぽ、すぽ、すぽ、すぽ…しゅぽしゅぽしゅぽしゅぽ。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離囁き声、　内吸気と耳ふー

(擬音高速)

ずぽずぽずぽずぽずぽずぽずぽずぽ、つぽつぽつぽつぽつぽつぽつぽつぽ。

はー…ふぅ～～～♡(10秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、近距離

はい、これにて完了です。

ご協力ありがとうございました。

お兄さんのお陰で、レア子はかなり人間を理解する事が出来ました。

特に成人男性に対する…勝ち方を♡



【両耳洗浄パート】※主人公を意識し、恥ずかしがったり誤魔化したり煽ったり。

⑮両耳、通常距離

さて、ももが帰るまであと少しかかりそうですので、レア子からお耳洗浄の提案です。

はい、お兄さんのお耳から全ての耳垢は取り除きましたが、

レア子なら更に耳穴内の除菌洗浄が可能です。

物は試しです。さぁ、レア子のお膝に後頭部を預けて下さい。

はい、仰向けに、レア子の顔を見上げる様に寝て下さい。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

※ここから先は、正面仰向け体勢での膝枕ですので、マイクの位置を少し下げてください。

両耳、近距離

(説明口調)

それでは、早速始めましょう。

レア子の腕には、急な事故や怪我に対応する為の機能が備わっています。

こちらの微細な繊維質で構成された柔らかいスポンジ状の保護剤に、

レア子の腕に搭載されている薬液をしみ込ませ、泡立てていきます。

本来は傷口の洗浄や消毒を目的とした物ですが、ただ皮膚に付着させるだけでも、

皮膚の免疫機能の改善等が図れます。

(泡スポンジで耳洗い、優し目の口調で)

それでは、泡立てた保護剤を、お耳に…

気持ちいですか？　

人体に心地よく感じられるように、適度な温度を保っていますから、ほんのりと暖かいかと…

お耳の外側、耳たぶや溝の中まで、しっかりと擦り洗い、皮脂や汚れを落とします。

擬音ですか？　ふむ、この場合ですと…

あわ、あわ、ごわ、ごわ…あわ、あわ、あわ、あわ、ごしょ、ごしょ、ごしょ、ごしょ…

はい、初めから、お兄さんのお耳全体が汚れているのには気づいていました。

耳かきだけで済ませようかとも思ったのですが、

今後のお兄さんの対人関係に支障が出る事を考慮して、耳洗浄の提案を…はい。

只でさえ薄汚いお耳でしたので、これ以上の放置は見過ごせませんでした。



⑯両耳、近距離

(徐々に恥ずかしそうに、最後フリーズ)

…というのはレア子の建前です。

本当は、うまく言えませんが…お兄さんの、いえ、お兄さん…と…

もう少し、この時間を、過ごし…たい…です。　…ぷしゅー∥

(明確に照れており、聞かれてなかった事が分かると安堵しごまかす為に口が悪くなる)

し、失礼…初めての挙動に CPUが熱くなってしまいました。

あまり気にしないでください…おそらく、軽い不具合ですので∥

…？　もしや、泡で耳が塞がれて聞こえていない…？

なっ、何でもありません…

お兄さんは耳を弄られてビクビクと悦に浸るクソ雑魚人間と言ったのですっ∥

ほ、ほらっ…耳穴の中まで泡を送り込み、耳壁を洗浄していきますよ？

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

両耳、超近距離囁き声

(メスガキ化し、煽る)

フフ、耳の中まで丸洗いされるのは初めてでしょう？

このままレア子のめをじっと見て、動かないでください。　その方がやりやすいですから。

おやおや、お顔が真っ赤です♡

んー？　どーしました？　目をそらして、恥ずかしいのですか？

私はアンドロイドですから、実際の少女にされている訳ではないのですよ？

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

両耳、近距離

(主人公を観察し、悪い笑顔)

この反応…レア子が確実に人間社会に溶け込めつつある何よりの証拠と取れますね…

特に、お兄さんの様な特殊な嗜好の方を相手にするなら、もはや失敗はありえない…ニヤリ♪



⑰両耳、近距離

(指耳かき、擬音ゆっくり目)

レア子の指で耳壁を擦り、最後に回転ブラシで奥を洗浄します。

ん、ん…ん、ん…ん、ん…ん、ん…

あ、んふふ、気持ちいですか？

本当にお耳が弱いんですね♡　ですが、レア子は既に学習済みなので、手は止めません。

お兄さん、本当はもっとして欲しいんでしょう？

いいですよ♡

ぐりぐりぐりぐり、ぐしぐしぐしぐし…ごしごしごしごし、じょこじょこじょこじょこ♡

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

両耳、超近距離囁き声

(高速ブラシ、擬音高速)

ほらほら、高速回転ブラシですよ♡　そらそらそらそら…ンフフ♡　凄い…あっ♡　クスクス♡

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

両耳、近距離

お耳を拭いて…泡を掻き出します…

このまま乾燥するまで放置して問題ありませんが、少し不快感が残りますので、

レア子の息で残りの泡を吹き飛ばします。

(左右各耳、超近距離囁き声、耳ふー)

はー…ふぅ～～♡(7秒)　はー…ふぅ～～♡(7秒)　ふっ♡(1秒)

はー…ふぅ～～♡(7秒)　はー…ふぅ～～♡(7秒)　ふっ♡(1秒)

はい、これにて全ての行程完了です。　お疲れさまでした。

(ラスト、どこか嬉しそうに)

ももの位置情報…ベストタイミング。あと一分で帰宅する様です。

お兄さん、あなたのお陰で、レア子はかなり人間を学ぶ事が出来ました。ありがとうございました。

良かったら、また遊んでください。

お耳クソ雑魚お兄さん♡



【その他】

右耳、近距離

(Youtube用 OP。無表情な感じで)

サークルでぶり。

両耳、近距離

(Youtube用 ED。少し照れくさそうに)

お、お疲れさまでした…あの、レア子は…人間らしく振舞えていたでしょうか？　ぅ～…

右耳、近距離

耳かき中に挿入する「すー…はー…」という機械的な息遣い(100秒)


